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本特許技術により、樹木の幹内部における空洞や腐朽の分布状況を、非破壊で、可視化することができ、倒伏の危険性の高い
「危険木」を、樹木を傷つけずに、効率よく発見することができます。
測定方法は、レーダの送信アンテナを幹表面の１点に固定し、受信アンテナを幹周に沿って走査します。送受信アンテナ間に
空洞や腐朽がない場合は、透過波(幹内部を透過した電波)を観測することができますが、空洞や腐朽がある場合は、透過波が
散乱・減衰し、観測できなくなります。
透過波の測定結果において、「透過波が連続している」樹木を「健全」と判定し、「透過波が途切れている」樹木を「幹内部
に空洞や腐朽があるおそれがある」と判定します。

街路樹、公園木、天然記念木、御神木等の樹木診断

樹木診断装置及び樹木診断方法

空洞がある樹木健全な樹木

：送信アンテナ ：受信アンテナ ：透過波の経路
（イメージ）
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透過波が連続している。
幹内部に空洞や腐朽はない
と考えられる。

透過波が途切れている。
幹内部に空洞や腐朽はある
と考えられる。

透過波の測定結果の例
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